








































明治から昭和にかけて生きた日本人女性園芸家半田たき (1871－1956) は､ 1906年 (明治39年) か












最初のうち､ ｢自分史｣ を書くということは､ 単に自分の生きた証､ 歩んできた半生の
足跡を記録する作業と考えて指導に当たってきましたが､ 多くの受講生たちと一緒に勉
強を進めるうち､ この作業には､ 実はもう一つ大事な側面があることに気づくようにな
りました｡ それは､ 自分という人間は一体どういう存在であったのかを探り､ 確認する






















個人は､ どのように場所や風景を見て､ 経験し､ 記述したのだろうか｡ また人びとは､ どのよ
うな理想の風景を夢見て､ どのような風景を創造しようとしてきたのだろうか｡
ダニエルズとナッシュが提唱するライフヒストリー／ライフジオグラフィーの視点は､ かれ
らが､ 実際に目にして､ その中に生き､ 語り､ 創造しようとした場所や風景の側からアプロー
チしてかれらの人生とかれらが生きた時代と社会､ 文化を照らし出そうという方法である｡ そ
の作業によって､ かれらの生きた時代と社会､ 文化の文脈に､ かれらの人生を明確に位置づけ
られる (	
2004)｡




活するのではなく､ 人生の段階に応じて移動するようになったことだ｡ 多くの人びとは､ 生ま
れ故郷をでて､ 勉学や仕事や結婚などを契機として移動を繰り返す｡ あるいは､ 人びとは楽し
みやレクリエーションを目的とした観光旅行でも移動する｡ さらに､ 近現代社会に生きる人び








目にして､ その中に生き､ 語り､ 創造しようとした場所や風景の側から人生にアプローチする
ライフヒストリー／ライフジオグラフィーの手法はトランスカルチャレーションの視点からも､
ますます有効になると考えられる｡ 筆者は､ 旅行､ 植物､ 庭園をめぐる場所や風景のトランス
カルチャレーションについてライフヒストリー／ライフジオグラフィーの手法でアプローチし
てきた (	2000	2004橘, 2006；2008；2009；2010)｡
本稿の主人公である半田たき (1871－1956) は､ 明治から昭和にかけて生きた日本人女性園
芸家である｡ たきの空間的な移動の軌跡を簡単に追ってみよう｡ たきは1871年 (明治４年) に
久留米に生まれ､ 小倉､ 熊本で育つ→1892年 (明治25年) 同志社女学校で学ぶため京都に移動､
1895年 (明治28年) ６月卒業→香蘭女学校に教師として就職したために東京に移動→再び､ 京
都に戻り1900年に同志社女学校に職を得た｡ 在職中､ 彼女は1906年 (明治39年) から1908年
(41年) にかけて英国留学した｡ 留学中も､ スコットランドをはじめ見聞をひろげるために多
くの距離を移動している｡ 1908年11月に英国から帰国後､ たきは京都に戻り､ 1909年に同志社
女学校に復職する｡ 1910年､ たきは一男五女のいる陸軍軍医中目成一と結婚し京都に家庭を持っ
た→その後､ 1919年に同志社女学校を退職し､ 一家で仙台に移り住む→婚家中目家の故郷の水
沢 (岩手県､ 現在奥州市) にて1921年ごろから果樹の苗木の栽培をはじめ､ 1925年には果樹園
経営のため一家で水沢に戻る｡ 長男誠吾の結婚を機に､ 果樹園を長男にまかせ､ たき夫妻は
1931年に水沢から京都に移り住み､ たきは同志社女学校の同窓会の事務を1936年まで勤める｡
京都在住の1938年に夫､ 中目成一が逝去する｡ 引き続き､ たきは京都にとどまったが､ 太平洋
戦争がはじまり､ 1941年に再び水沢に戻る｡ 水沢にて晩年を過ごし1956年 (昭和31年) たきは
87歳で生涯を閉じた｡ これらの居住地移動以外にも､ たきは自伝 『想ひ出の記』 や 『期報』 に












で園芸を学んだことだ｡ さらに､ 彼女は英国留学中に､ スコットランドに在住する世界漫遊旅
行者で園芸愛好家のエラ・クリスティー(1861－1949) の求めに応じてエラの地
所	にて日本式庭園のデザインを行った｡
本稿では､ たきが人生の中で実際に目にして､ その中で生活し､ 語り､ 文化を横断して創造
しようとした場所や風景の豊かさについて垣間みることにしよう｡
(橘 セツ)
半田たきは､ 本稿の著者である星珠枝の祖母である｡ 星珠枝は､ 家族史の視点から祖父母で
ある中目成一・たき夫妻の人生について深い関心を寄せている｡ 星珠枝は､ 祖父､ 陸軍軍医の
中目成一の人生の軌跡を追い､ 台湾などへ調査旅行を続けている｡ さらに､ 星珠枝は､ 祖母中
目 (旧姓・半田) たきの英国留学の軌跡を追うことにも情熱を傾けている｡




して､ 日本式庭園のデザインを行った｡ エラは､ 1907年 (明治40年) に世界漫遊旅行の一環と
して日本滞在中､ 日本庭園を訪れ､ 日本庭園の風景と ｢恋に落ち｣ た (1955)｡ エ
ラは､ ただちに故郷のスコットランドの地所に日本庭園を造ることを計画して生涯をかけて実
践した (20002004橘, 2008)｡ 私たちは､ エラの地所を現在引
き継いでいるエラの妹アリスの孫であるロバート・スチュワート夫妻にお会いして､ エラとた
きについてスチュワート家に伝えられている話や写真などの資料を見せていただいた｡ この訪
問は､ たきの孫の世代とエラの (妹の) 孫の世代の庭園を媒介とした100年あまりの時をこえ








私 (星 (旧姓：中目) 珠枝：昭和７年生まれ) が､ 家族史に興味を抱いてから相当の年月が




して台南勤務) が家系に興味を示しており､ そのあとを引き継ぐ形で調査を続けてきた｡ 我が
家は､ 伊達藩一門留守藩で､ 代々家老職を務めていた｡ 本家は天正年代､ 伊達輝宗時代まで遡
れる｡ 家格は伊達一家｡ 系図からでも､ 時代の流れに翻弄された様子が見て取れる｡ 慶長19～
20年､ 大坂冬の陣､ 夏の陣に出陣､ その後､ 失脚｡ 元和４年には田地没収されている｡ その原
因はどこを探しても､ その史実が解明できない｡ 曾祖父時代は戊辰戦争で藩境の地を守った｡
史実に名前が出てくるとその時代を生きていた実感を感じる｡ 伊達家臣で名の知れた武将が出
てくるドラマは､ それだけで､ 自分もその場に居合わせたような緊迫感に襲われ､ 感激は無常
の喜びと変わる｡ あたかもその時代を生きているかのような錯覚の中で､ ｢生命｣ が共有でき
る｡
共に暮らしたことが少ない祖父 (中目成一) の記憶はおぼろである｡ しかし､ 日記や時代小
説､ 祖母が編纂した成一の遺稿集 『偲ぶ草』 の記述を通じて､ 私も一緒に時代を生きられる｡
日露戦争に従軍した祖父の周囲には私が知っている歴史上の人物が息づいている｡ 森林太郎､
斉藤実､ 白たすき隊長の中村覚は父誠吾の名付け親である｡ 短刀に添えられた和歌が残ってい
る｡ 二〇三高地の激戦の戦闘状態が目に浮かぶ｡ 祖父はその激戦地で､ 兵站を預かり､ 下痢・
脚気で戦力が低下していく兵士とともに軍医として戦った (中目, 1939)｡ 台南に足を運んだ｡
祖父が働き､ 父の生まれた土地である｡ 先祖と同じ暮らしの土地に立つその感慨は何物にも代
えがたい喜びとなる｡ 気象・気温・風・海の色､ 人々の眼差しまで､ すべてが祖父と重なり､
私の血が騒ぐ｡
祖母 (中目たき) と一緒に暮らしたのは､ 私が新制中学､ 高校生のころからである｡ 孫を背
中におぶいお守をする隣近所の婆っちゃんとはまったく違っていた｡ おばあちゃんに英語を習




場を目の前にみて､ 私の祖母への印象が一変した｡ それ以来､ ｢すごい｣ の一言が私の身体に
渦巻いていた｡
父は､ 祖母が継母であることを私が物心がつくまで話してくれなかった｡ いとこと距離があっ











祝いにと贈ってくれた ｢仙台つい朱塗りの文箱｣ が残っている｡ それを見ると玄関で旅立ちを
祝ってくれた､ 祖母の温かい手のぬくもりが伝わってくる｡ 今回のスコットランドの旅で､ 祖
母の生き方が投影されたとき､ 厳しい時代､ 家事に押しつぶされていた時代､ 結婚と同時に家
族の苦難が襲いかかった時代｡ それでも信念を貫いて命を全うした生き方が見えてくるものと
信じている｡ その強さは､ バックボーンはどこからきているのか？ …旅から帰った｡ 遠く




次のⅡ章では､ 半田たき (1871－1956) についての主な資料をからの５種類に分けて紹
介する｡ Ⅲ章では､ 半田たきのライフヒストリー／ライフジオグラフィーについてⅡ章で分類
した から の資料に基づいてたどる｡ さらにⅣ章では､ 半田たきの明治後期の英国留学
(1906～1908年) に焦点を当てる｡ 今回､ 私たちが英国を再訪して得た成果もふくめて､ たき
が	
() でどのような学生生活を送ったのか､ また､ たきはどのよ
うにスコットランドの	の地所	
	で1908年に日本式庭園をデザインし
たのか資料に基づいて考察する｡ なお本稿の最後に 中目たき (1954) 『想ひ出の記』 に所
収される ｢蘇蘭 (スコットランド) に於ける日本式築庭｣ (9297) を資料紹介として示す｡
Ⅱ. 半田たきについての主な資料
本稿で扱う半田／中目たきに関する資料は､ 次の５つに分類できる｡
 中目たき (1954) 『想ひ出の記』 協栄新聞社出版局
 同志社女学校の機関誌 『期報』 に掲載されたたきについての記事
 たきが ｢昭和廿参年正月七拾八歳の時整理せし記念アルバム｣
 たきの日記 『敗戦色日記』 昭和21年の日記
 家族 (たきの孫の世代) の記憶による証言
は､ たきが77歳を迎えた記念として著した自伝である｡ たきは1947年 (昭和22年) １月か
ら 『想ひ出の記』 を書き始め､ 1949年 (昭和24年) ７月に完了したと伝えられる｡ 中目家には､
たきの自筆による詳細な項目の下原稿が残っている｡ このたきの手稿によるとタイトルは 『思
ひ出の記』 であった｡ この原稿がたきの姪の子どもの手によって､ 『想ひ出の記』 として自費
































代は､ 後に ｢同志社の宝｣ と呼ばれるアメリカン・ボードの宣教師ミス・デントン (1857－
1948) が同志社女学校で教員をしていた (小野, 1988；同志社女子大学125年編集委員会,













●会員消息： ｢半田瀧子は昨年８月13日御出発､ 英国遊学の途に就かれしが､ 御着英後
はワー井ックシヤィァ州スタッドレー大学にて熱心に園芸を御研究の由､ シェークス
ピアの故郷ストラトフォード､ オン､ アヴォンは同州にありて､ 程遠からぬ所なれば､
己に足を運びて昔を忍ばれしや否｡ (通信欄参照)｣ 『期報』 24号､ 1907年 (明治40年)
●会員の通信： ｢在英国半田瀧子の書信｣ 『期報』 24号､ 1907年 (明治40年)
●会員消息： ｢半田たき子姉 (28普) 本校植物学教師にして去る39年来英国留学中なり
し同姉は本年10月初旬ロンドン出帆の日本郵船にて11月19日神戸に上陸し､ 直に母校
に来られ､ 数日滞在の上､ 郷里福岡県に帰省せられたり｡ 因に同姉の令兄は今回大阪
陸軍病院長に補せられたる由｡｣ 『期報』 26号､ 1908年 (明治41年)








































Ⅲ. 日本人女性園芸家半田たき (1871－1956) のライフヒストリー／ライフジオグラフィー
) ガンバリ屋さんのたき
半田たきは､ 1871年 (明治４年) ３人兄妹の長女として九州久留米市に生まれた｡ 『想ひ出
の記』 のなかでたきは､ 子どもの頃の記憶をいきいきと語る｡ たきのはじめの記憶は４歳のこ
ろ明治七年秋におこった大暴風雨｡ やがて妹が生まれる｡ ７､ ８歳の頃には､ たきは学校から
帰ると木綿車で糸紡ぎをするのが日課であった｡ たきは自分の紡いだ糸がたまると ｢母上は縦
横縞の単衣を織って着せて下さった時は､ 本当に嬉しかった｣ (中目, 1954：２) と子どもの
ころの経験を語っている｡
たきは学校の勉強のほかに漢学と英語を週３回習った｡ これは､ たきの兄の勧めであった｡
たきの兄は､ 子どもの頃からずばぬけた秀才であり､ 後に軍医となるが､ いつもたきの味方で
あり､ たきを助けてくれた｡ たきは県立師範学校付属高等小学校では､ 後に徳富蘆花夫人となっ
た原田愛子さんと同級生であり親しかった｡ たきは彼女と気心が合い､ 生涯の友人として長く
つきあった｡
たきは､ 将来は ｢教育者｣ を目標として､ 高等師範学校入学をめざして尋常師範学校で夢を
持って勉強していた｡ しかしながら､ たきは病弱のため人より教育を受ける時期が遅かったせ
いで､ クラスではいつも年上で恥ずかしい思いをしていた｡ 一方､ たきはキリスト教会に出席
しており､ 教会でよく外国人に接していた｡ やがて､ たきはキリスト教徒になる決意をし､ 16
歳のときに洗礼を受けた｡
たきは､ 幼少のころから身体はあまり丈夫でなく､ よく風邪をひいていた｡ それが原因でた
きは高等師範学校への受験資格を失った｡ そのため､ たきは神経衰弱になるまで､ 追い込まれ
て行く｡ たきはそのことを ｢絶望の極み｣ ｢心が空虚になった｣ と表現している｡ そこでたき
― 87 ―








たきは1892年 (明治25年) に九州から京都に来て同志社女学校に生徒として入学した｡ たき
は同志社の印象を記す｡ ｢同志社女学校の建物は､ 貧素なこと福岡師範のそれと比較にならぬ
ものであったが､ 先生方と生徒との間は､ 暖かにして､ 親しみのあることは､ また雲泥の差が
あった｣ (中目, 1954：27)｡ たきは熱心に勉学に励み､ 1895年 (明治28年) ６月同志社女学校
を卒業した｡ 同志社女学校普通科に入学したときにはたきは数えで23歳であった｡ 専門部師範




蘭女学校は英国聖公会の聖ヒルダ伝道会に付属していた｡ たきは､ はじめの２年は､ 聖ヒルダ
伝道会の宿舎に宣教師とともに住み､ 厳格な修道院生活のような暮らしを味わった｡ 聖ヒルダ
伝道会で､ たきは､ 童話を翻訳し､ 宣教師たちに日本語を教えた｡ しかしながら､ たきは､ は
じめの目的通り､ 女学校の生徒に教えることを希望し仕事内容を変更した｡ 同時に､ たきは､
女学校内の宿舎を出て､ 生活の場を英国婦人ウエストン嬢の私塾に移した｡ たきは次のような
感想を述べている： ｢聖ヒルダの生活は､ 丁度修道院めいた感じであったが､ ウェストン塾に
移ってから普通基督者の家庭感を､ 得ることが出来た｣ (中目, 1954：38)｡
この時期､ たきは､ 植物学の研究をはじめる｡ 毎週土曜日に小石川植物園に通い､ 園内の植
物を調べた｡ たきは､ 植物学会員となり､ 女一人の会員として講演会にも参加する： ｢月に１
回の講演会にも出席して､ 傍聴する機会を與へられた｡ 女子は私一人であったので､ 男子の中
に入って牧野博士を第一として学士連の高説を聴くことが出来たが､ 女は一人の為めにウェス
トン女史が何時も附添って下さった｣ (中目, 1954：39)｡
たきは､ 桜花の季節､ 休暇を利用して親友､ 徳富蘆花夫人となった愛子さんを逗子に訪ねた｡
かれらは､ 江の島や鎌倉､ 横須賀碇泊中の軍艦富士を見学した｡ さらに明治32年のお正月には､
再び徳富蘆花夫妻に招かれて時を過ごした｡ 正月の書初め､ 徳富家の家族が次々と自作の和歌
を揮毫するなか､ たきの順番が来た時の思いをたきは語る： ｢私は兼々理屈っぽくて和歌を厭
ひ駄目だと､ あきらめていたので､ 自作などは､ 如何にひねり出さうとしても出て来ない｡ 大
困りの後遂に古歌を盗み書して､ 其場をふさぎ和歌修養の必要なることを､ 熟々覚つたことで






明治33年４月｡ たきは母校､ 京都同志社女学校に乞われて戻り､ 再び京都での生活を始める｡
たきは今度は､ 学生の身分とは違い責任ある教師の立場となった｡ しかしながら同志社は困難
な時代を迎えていた｡ 当時同志社を出て東京在住であったデントン先生をはじめ同窓会の友人
達も反対したが､ 松浦政泰教頭に頼まれ､ たきは同志社女学校で教えることとなった｡ そのと
き､ たきは一生を同志社女学校のために捧げんと祈って決心する｡ たきが担当したのは､ 英語
と園芸であった｡
たきは､ 植物学研究に関しては､ 小石川植物園に心を遺して東京を去った｡ しかしながら､
たきは､ 植物学への志があれば､ 自ずと道が開けると信じ京都の同志社女学校へ異動した｡ 結
果的に非常に恵まれたものとなった京都の同志社女学校での植物学の研究環境についてたきは
こう述べる： ｢京都に帰つてみれば又植物の研究には､ 採集の便多く､ 同志社理科学校にて､
顕微鏡の使用も出来るし､ 物理化学の実験も得らるるし､ 却て勉強の為めには便利であった｡
男校の先生方の援助を得て､ 生徒を同伴比叡､ 鞍馬の諸山に度々採集を試み､ 植物標本を製し
て､ 図書館を整理し､ 教材に用いることが出来た｣ (中目, 1954：44)｡
同志社に復職したデントン先生を通じて､ 明治35年の夏､ たきに思いがけない話が持ち上がっ
た｡ それは ｢米人観光者レ､ ブツイェー氏の家族を､ 箱根日光等に､ 植物採集旅行の随行｣
(中目, 1954；48) というたきへの誘いであった｡ 日程は６月初旬から３週間｡ 一行は ｢レ､
ブツイェ｣ 	家族ご夫妻と２人の子供 (チャールズ９歳・へンリー４歳) と家庭教
師シャープ嬢の５人であった｡ たきは植物採集の案内と資料整理､ さらに日常生活の通訳も担
当した｡
『想ひ出の記』 の記述によると､ たきは､ ６月６日から７月２日まで次のようなスケジュー
ルで主として箱根と日光の植物採集と観光旅行をする ｢レ､ ブツイェ｣ 	家族に同
行した：
たきは､ ６月６日夜行で京都を出発し国府津で７日にレ､ ブ一行と待ち合わせた｡ 国府
津－ (電車) －湯本－徒歩登山－箱根宮ノ下､ 富士屋ホテル泊 (植物採集) －11日朝
｢子供は籠､ 他は走行登山｣ →芦ノ湖畔の箱根ホテル泊 (｢さかさ富士｣ 眺望絶佳､ 湖上
に舟遊び､ ｢ちいさな日本旅館｣ 和装で写真撮影) →13日東海道街道を経て､ 湯本 (電
車) 国府津 (電車) 東京築地 ｢メツロポール｣ ホテル泊 (買物や見物) →17日､ 金谷ホ
テル (日光東照宮見学､ 雨のため午後は室内で植物を検べる) →徒歩→21日中禅寺ホテ







與へられ､ 採集した植物を調べて､ 和名と学名とを書き込み､ 標本を製作することであった｡
採集した植物の数によりて､ 早く済むこともあり､ 夜までかかることもあり植物名集一冊を頼
りに､ 此仕事を着々と進めた｡ 又自分即学校の為めにも標本製作を許されていたので､ 沢山の
土産も出来たことは､ 感謝に堪へないことであった｣ (中目, 1954：50)｡
レ､ ブ氏は写真撮影が趣味であり､ 旅行中多くの写真を撮影した｡ 芦ノ湖畔の箱根ホテルで
の写真撮影のエピソードをたきは記す： ｢レ､ ブ夫人とシャープ嬢とが､ 私の和服を着て､ 私
― 90 ―





図７ ｢レ､ ブツイェ｣ 	夫妻の写真ととも
にたきに1922年のクリスマスにおくられたカード
(出典：星珠枝提供)






























































結婚後もたきは教師を続けた｡ たきは週に６､ ７時間の授業を受け持った｡ たきの担当はひ
きつづき英語・園芸である｡ 翌年には､ たきは女子を出産する｡ ２年後にもたきは女子を出産
する｡ また､ 嫁に行った娘が病気で実家に戻り自宅療養する｡ 一方では結婚する娘がいる｡ さ
らにたきは同窓会会長に就任している｡ たきは手がいくつあっても足りない忙しさだった｡ た
きは ｢結婚２年で､ 妻となり､ 母になり､ おばあちゃんになり面白い経験をした｡｣ と同志社
女学校 『期報』 30号に報告している｡ その期間に､ たきは実子を亡くす悲しみを味わい､ 孫の
出産の手伝いに遠方まで出かけている｡ そこには､ 一般の家庭と変わらない生活も見える｡
たきは同志社女学校を1919年 (大正８年) に退職し長年住み慣れた京都から仙台に移住して
いる｡ かれらは一家で夫の郷里である水沢 (現奥州市) に帰るのが順当であるが､ 子どもの教
育を考えると､ 水沢は高等教育に向かないからと仙台に移住することになった｡ 子どもも順調
に成長しており､ 夫は老年で仕事につくことが出来ない｡ たきは仕事がありすぎて､ 毎日忙し








氏が出張してきて､ 裁植地の縄張り､ 土掘り､ 馬肥料入れ､ 苗木植え付けをしている｡ 裁植地





果樹は五年位の幼樹なれば間作に麦､ 馬鈴薯､ 其他の果菜､ 根菜､ 葉菜類を栽培し､ 是等は大
抵多利松さんの手によりてなされた｡ 林檎や梨果は未だ結果するに至らざるも､ 葡萄は既に収
穫あり､ また苺を栽培し少し宛収益を得た…｣ (中目, 1954：111)｡




７年､ 長男が大学を退学し､ 県農事試験場の研究生として､ 果樹園を継ぐ決心をした時､ 経営
を長男にゆだねて祖父とともに京都に移住している｡
懐かしい京都でたきは同窓会の事務を引き受ける｡ 1936年 (昭和11年) には同窓会事務を後
輩に引き継ぎ､ 仕事から引退する｡ 1938年､ 夫成一が逝去する｡ 1941年 (昭和16年) に京都を




難となりしを以て､ 誠吾に迎へられ郷里水沢に移住することとなつた｣ (中目, 1954：127)｡
昭和21年にたきが記した 『敗戦色日記』 には､ たきの一日の生活が詳細に記録してある｡ 遥
拝､ 聖書朗読､ 部屋の掃除､ 薄茶一服｡ 朝食後縫物､ 家族の足袋､ モンペ仕立て､ 手紙の発信､
訪問者名､ また､ 亡き父母や子どもの命日等も細かく記している｡ 『敗戦色日記』 には､ たき
の戦後の暮らしが手にとるように理解できる｡
たきの人生を 『想ひ出の記』 を読むことでたどった孫の星珠枝は､ 家族として次のように祖
母の人生を考察する： ｢祖母の日記には､ 至る所に ｢西の都､ 京都への想い｣ が綴られている｡
















祖父 (成一) の記憶はいつもこころにある｡ 北の６帖の部屋には軍服正装姿の祖父の肖像画
が飾られており､ いつも慈愛にあふれ､ やさしい眼差しを注いでいた｡ もっとも印象に残って
いる｡
祖父の記憶は､ 京都八瀬の河原で喜寿の祝いの宴に出席した時のことである｡ 相好を崩した
祖父と家族の写真､ 皆が輝いて幸せな様子に見えた｡ 川にはまって､ 靴下を濡らした私は素足
で写っている｡ 廊下で囲碁を楽しむ祖父｡ 晩年の祖父が想い出に残る｡
祖母 (たき) は､ いつも大きな拡大鏡を手に分厚い英書を読む姿｡ 進駐軍の通訳をしている
姿｡ いけばな・御茶をたてている丸い背中の後ろ姿｡ 祖母が笑っている姿はあまり記憶にない｡











話､ こずかいの使い道などなど他愛のない話しは､ やむこともなくつづいた｡ 夜なべには､ 袋




季節とともに､ 果樹園の様子は変わる｡ 私の果樹園への想い出は､ 結婚して水沢を去るまで









いた｡ 洋ナシを熟成させるのに､ 父はタンスのもみ殻を利用して､ いとおしそうに眺めては､
熟すのを楽しみにしていた｡ リンゴはインド､ スターキングが別格で､ 国光・紅玉・エイケン
を作っていた｡ 二十世紀梨・ブドウの棚の下をよく駆け回った｡ みななつかしい｡ 戦時中は､
食料不足からリンゴを求めていつも行列ができた｡
果樹園の仕事以外は家族で百人一首を楽しんだ｡ ｢一字決まりを覚えておくと早く取れるよ｣




大正の末期､ 福原に隠居所を建てて以来､ 社会は激変している｡ 家を建てた時植えられた山
帽子が､ 見事に大きな枝を広げている｡ 山帽子は時代の盛衰をしっかり見てきている｡ ハンモッ
クで午睡を楽しんだ時代へは戻れない｡ 私と妹の名前 (珠枝と房枝) には､ 果樹名､ リンゴと
ブドウにそれを支える ｢枝｣ が遣われている｡ しっかり土に根を張り､ 実り多い人生への応援
を願って､ 命名されたという｡ いま､ 水沢の果樹園は義妹の手で姿を変え､ 野草園として､ 訪
れる人々へ安らぎを与えてくれている｡




英国留学の経緯について 『想ひ出の記』 には次のように記される： ｢多年の宿望なる洋行の
道が漸く開かれた｡ 私の希望を知るデントン先生は､ 何とかして道をつけたいと常に心掛けて
下さった様である｡ 然し私には知らないで､ 密かに適当な学校を選んで下さった｡ 私は先年肺
炎を患みしことは既に前に述べたが､ 其後は園芸を楽む様になったので､ 尤も適当な学校とし
て､ デ師の眼に止まったのは､ 米国ではなく英国に唯一つある ｢ウオーリツク｣ 夫人の経営に
かかる婦人の農科大学､ スタツドレーカレツヂを選んで､ 奨学金のことまで世話してくださっ
た｣ (中目, 1954：64)｡
たきは1906年 (明治39年) ７月同志社女学校を退職し､ ８月英国留学に向けて日本郵船若狭
丸6200トンで門司港を出発した｡ たきは37歳であった｡ ドイツのベルリンに留学する兄とマル




















本稿では､ たきが 『期報』 27号に報告した ｢粗末なお土産話｣ (半田, 1909) と 『想ひ出の



























































































●養鶏科の学生は其実地練習場へ､ デーレー科 (バタ､ チーズを作る處) の学生は自分
の練習場へ｡ 園芸練習場は最も遠し､ 急ぎ足にて５分を要す｡
●九時半迄は各受持の温室・フレームの掃除灌水をなし､ それより一室に集まり園丁長
より夫々種々なる仕事を申しつけらる｡ 播種､ 鉢植移植､ 間引､ 剪定､ 草抜き､ 掃除､
枯葉集め､ 蘇あつめ､ 花摘み等あり､ 時にはジャム製造の手伝もあり…｡
驢馬は侮れない､ 驢馬を慰めなく慰め､ 途方に暮れることしばしば…｡
●十一時に十分の休憩




失笑せしむる如き事数々あり (以上､ 半田, 1909：6860)
●温帯植物の温室栽培法 鉢栽培法・人工授粉














































れた｡ 中島には石を数ヶ所に据え､ 石の傍らにつゝじ､ つげ､ 石南木の如きものを植え




















































































































エラの日本庭園は､ "##$%$&と命名され､ 湖につながる日本風の野趣のある門に､ この


































































が小走りに出て来られ､ 橘先生と挨拶している｡ 紹介いただいた私､ ｢たきの孫です｣ と挨拶
する｡ ともに孫世代の再会である｡ やさしい抱擁のなかで涙が止まらない｡ 室内に案内頂く｡
とても温かく､ 和やかな雰囲気が､ 一気に緊張をほどいてくれた｡ やっぱり､ 緊張していたの
だ｡ 用意されていた見覚えのある日本式庭園の写真や書簡とともに､ はじめて見る祖母の写真










うっそうと続く森に､ 車が通れる細い道が続いている｡ スチュワート氏が ｢ミステリーツアー
にご案内します｣ とウイットに富んだ､ 語り口調で呼びかけてくださった｡ 1908年築庭｡ 丘陵､
沼地等をうまく利用した庭園である｡ 塔だけが残っている今はないキャッスルの玄関前に立つ｡
写真に映る枝を広げた木々｡ 長い年月､ これらの木々は何を見てきたのだろう｡ 問いかけたく



















る｡ 時折､ ふりそそぐシャワー､ ぬか
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(歴史研究)､ 	
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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	
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本清音教授・大島中正教授 (同志社女子大学)､ 田口輝子氏 (日本スコットランド協会)､ 梶原由佳氏
(カナダ､ トロント図書館)､ 赤嶺正治氏 (日本郵船歴史博物館)､ 箱根富士屋ホテル､ 日光金谷ホテル｡
以上の方々に記して深く感謝いたします｡
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資料紹介
中目たき (1954) 『想ひ出の記』 協栄新聞社出版局 9297
｢蘇蘭 (スコットランド) に於ける日本式築庭
デントン先生の手紙の内に､ 蘇蘭に行つて､ クリスティ嬢を助けてあげよとのことがあつたが､ 同嬢よ
り日本式庭を造りたいから援助を依頼する由の通信を受けた｡









クリスティ譲の邸宅は､ 停車場より自動車にて十四､ 五分間を要する処にあり｡ 此地方は英蘭 (イング











翌朝主府エデインバラに着き､ ベネツト嬢 (学校の書記ベネツト女史の令妹) に迎へられ同嬢の案内に






中島には石を数ヶ所に据え､ 石の傍につゝじ､ つげ､ 石南木の如きものを植え芝生を以て地面を被ひ､
一寸面白き景が出来揚つた｡
坂地には大小の築山を作り､ 庭石を据え､ 中島の植木と同様のものを植込み､ 粉引臼の古き石を組み立
て､ 石燈籠の形を現はしたりする度に､ 変り行く庭の面を見ては狂喜せられ人夫どもも驚きを以て眺め
賞讃の言葉を放ち､ 大いに興味を以て能く働いてくれた｡ 然し其指揮は実に六ヶしかつた｡ 々自分で
鍬を取つて形を直さなければならなかつた｡ 彼等はピラミツドの如き三角を造り､ 四角形にしたりする
ので､ 角を除きてなだらかにするには矢張自分の手を要した｡ 人夫どもは日本の庭を見たことがないの









ことになつた｡ 燈籠をロンドンにて探しても､ 望み通りのものなく､ 遂に日本へ注文を出してあるが未
着であつた｡ クリステイ嬢の友人にて斯様の庭を造りたいからとの話もあつたが断つて､ 帰国支度に取
かゝつた｡ 別れに臨みて蘇蘭の名所画帳を贈られた｡ 滞在中は家政婦のグラツシー嬢と同様の待遇を受
け､ 三階の一室を与へられ食事も同様に一緒にした｡ 室は十畳敷位のものにて､ 小さいながらも暖炉付















書室､ 美術室等に働き､ 炊事婦二名､ 嬢自身専用の
婢一名､ 給仕の男二名､ 一人は五十才と十八九のも

















































□大暴風雨 □妹の誕生 □糸紡ぎ □西南の役 (明治十年) □山本村の紡績
□管移しと古式の機械 □試験で賞品を受けたこと □兄上のこと □田舎の生活










□同志社普通学部卒業 □希望は教育者 □奉職東京時代 (香蘭女学校) □植物研究
□中村重治氏の家族 □徳富蘆花氏夫妻 □徳富蘇峰氏 □江の島遊覧
□兄上病のため休職､ 郷里久留米に移られる｡
五､ 再び京都時代
□母校同志社に帰る □松浦先生 □理科学校の便と植物採集 □松茸狩り
□京都名物の落雷 □デントン先生の帰校 □気絶昏倒
□レ､ ブツイェ氏に従って植物採集旅行 (三十五年) □姐上の不幸
□東本願寺大谷伯の葬儀 □大阪大博覧会見物と共励会､ 矯風会に出席
□日本三景の一の宮島見物 □肺炎 □同志社病院長佐伯理一郎先生 □日露戦争
□純子の死 □相州網代における大学の臨海実験所の講習会 □長谷場純孝氏 □泥棒
□同志社のボートレース □男子部独特の裸体競走
六､ 英国留学の途拓ける
□航海 □父上の訃報 □兄上と別れる (マルセーューにて) □英国の気候 □作業




□リパプールに於ける萬国青年大会に出席 □キュービクル □騾馬 (ドンキー)








□幻燈会と小火 □結婚問題と神の摂理 □家庭生活 □仙台に転住
□尚枝疫利にて死亡 □水沢福原に居を移す □新築落成 □福原生活
□中目果樹園と命名 □再四京都転住 □同志社女学校専任事務 (六十二歳)





安藤先生 (漢学) アレキサンダー氏 大田牧師 原田愛子 田代先生 クラーク先生 津和崎幸子 奥
亀太郎氏
同志社女学校時代 海老名弾正先生 荒木ひろ子 竹内竹子 浜田知亀子 小崎弘道先生 松浦先生
谷先生 木村先生 浜先生 マイヤー デントン ウエンライト 三木東子 内田雪子 徳富猪一郎
板垣つま子 不破申子
奉職時代・東京 ウエストン嬢 津田梅子 中村重治 徳富蘆花夫妻 レ､ ブツイェ氏夫妻 シャー
プ嬢 チャールズ ヘンリー 佐伯理一郎先生
飯島其博士 長谷場純孝 (政治家)
英国留学 永井柳太郎氏 北村軍医生 内田牧師 レッグ先生
ベネット嬢 イーグルトン講師 バラード嬢 シールド夫人 ウォーリック伯夫人 (カレッジの設立者)､
ターナー夫人 フェースフル嬢 マージョソン夫人 セヂュウイック嬢 アトキン牧師 スコットラン
ドに於ける日本式築庭：クリスティー嬢 ベネット嬢
メーナルド女史 (女子大学長) リデル嬢 フォーブス嬢 (宣教師)
再び同志社 野村義太郎先生 中目家 原田助同志社総長
県立農事試験場 美浦・吉田技師 筒治指導員 松田通子
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